
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数
Ⅰ．理念に基づく運営 11

１．理念の共有 2

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について
５．人材の育成と支援 2 外部評価は30項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 2 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 1

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 6 　○記入方法
１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 2
　　見直し ［取り組みを期待したい項目］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 2
［取り組みを期待したい内容］

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 11

１．その人らしい暮らしの支援 9

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 30 家　 族

運営者

職員＝

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みま
す。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

確認された事実から、今後、さらに工夫や改善に向けた取り組みを期待したい項
目に○をつけています。

「取り組みを期待したい項目」で○をつけた項目について、具体的な改善課題や
取り組みが期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

番号に網掛けのある項目は、地域密着型サービスを実施する上で重要と思われる重点
項目です。この項目は、概要表の「重点項目の取り組み状況」欄に実施状況を集約して
記載しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成　１９　年　１０　月　２２　日

評価機関名 社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会

法人名 有限会社梨の実

訪問調査日 平成　１９　年　　９　月　　４　日

事業所名 梨雲ハウス平戸

＜認知症対応型共同生活介護用＞

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471001022



作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【重点項目への取り組み状況】

【情報提供票より】（ 19 年 7 月 15 日事業所記入）

2 ユニット 人

36 人

（２）建物概要

2 階建ての 1 階　～ 2 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（　7月　15日現在）

17 名 男性 2 名 女性 15 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 81 歳 最低 61 歳 最高 95 歳

（５）協力医療機関

平成19年10月22日

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

要介護５ 4 要支援２ 0 　町内会に加入し、夏祭りに参加している。小学校の総合学習の受け入れをしており、
5年生が訪問している。また中学校からも「職業体験実習」の受け入れ依頼があり、年内
に行う予定となっている。地域のボランティアの方により、畑の手入れや行事などの協
力を得ている。内科医の協力のもと、クラブハウスを借りて、認知症、高齢者体操、口腔
ケアなどの講習会を開催している。協力医療機関名 戸塚共立第２病院

重
点
項
目
④

2

または１日当たり　　　　　　　　　　　　　　円

要介護３ 3 要介護４ 5

　個別に日々の様子の写真付きのたよりや金銭の収支報告を月1回送付している。
　家族等の来訪時や家族会などで常に声をかけ意見、要望などがあれば運営に反映
させている。

   食材料費

300 400

400 100

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

(入居一時金含む)

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

40,000

 有（　　510,000　円） 　有りの場合
無

　第１回の運営推進会議を10月に開催する予定で、参加予定者は、地域包括支援セ
ンター、町内会、家族などである。

　償却の有無

重
点
項
目
③

    敷　　　　金 　  　　無

   保証金の有無

家賃（平均月額） 67,000 その他の経費（月額）

１．　評 価 結 果 概 要 表
［認知症対応型共同生活介護用］

平成19年10月22日

所在地

事業所番号 ◆グループホームは、東戸塚からバスで6分の停留所の近くの緑の多い場所
に位置している。敷地内に菜園があり季節の野菜やイチジクが植えられ、食
卓にあがっている。
◆代表者・管理者・職員は、地域とのかかわりを常に考え、ボランティアの方
に昼食を一緒に食べてもらえるように、工夫をしている。
◆かかりつけ医と連携をし、随時電話等で相談、助言を受けて、利用者の健
康管理に留意している。

所在地 神奈川県横浜市神奈川区沢渡4-2

評価機関名

法人名

利用者人数

要介護１

ユニット数 利用定員数計 　　

要介護２3

職員数 常勤      5人,  非常勤      31人,  常勤換算    ７．６ 人

建物構造
         　木造　造り 　

1471001022

有限会社梨の実

事業所名 梨雲ハウス平戸

訪問調査日

18

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会

神奈川県横浜市戸塚区平戸町1156-1

045-820-3914

開設年月日 平成　16　年　　1　月　　　　　日

平成19年9月4日 評価確定日

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

　外部評価の結果を踏まえ、改善に向けて具体案の検討や実践につなげるための努
力をしている。

（１）組織概要

　管理者より、サービス評価の意義や目的を職員に伝え、職員全員で自己評価に取り
組んだ。

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）



２．　評 価 結 果 ( 詳 細 ）

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けること
を支えていくサービスとして、事業所独自
の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実
践に向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員とし
て、自治会、老人会、行事等、地域活動に
参加し、地元の人々と交流することに努め
ている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活
かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

1

2
　管理者は職員の採用時には必ず理念を伝え、理解しても
らうようにしている。また、フロアー会議や申し送りの折りに
も確認し合っている。

53

町内会に加入し、夏祭りにも参加している。地元の小学校、
中学校との交流や地域の方の施設見学も受け入れている。
さらに、畑の手入れや行事などで地域のボランティアの協力
を得ている。内科医の協力のもと高齢者体操等の講習会を
開催している。

74
　自己評価は全員で行っている。また、外部評価の結果を
踏まえ、フロアー会議で検討し改善に向け取り組んでいる。

1
 「利用者が過ごされてきた生活体験を大切にし、自分らしく
生きるための環境と家庭的な雰囲気の中で、ゆとりと生きが
いの提供を心がけたい」という理念をつくりあげている。

85
　第１回運営推進会議は、10月に行う予定で、地域包括支
援センター・町内会・家族などに連絡済みである。

2

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用

取り組みを期待したい項目取り組みを期待したい項目



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村と
ともにサービスの質の向上に取り組んでい
る

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離
職を必要最小限に抑える努力をし、代わる
場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮を
している

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画をたて、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくり
や勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

7

　個別に日々の様子の写真付きのたよりや金銭の収支報告
を、月１回送付している。また、利用者の歌声や詩吟などを
録音したテープを家族に送付することもある。家族等の来訪
時には声をかけ、利用者の状況や金銭管理など報告してい
る。来訪のない家族には電話連絡をしている。また、心身の
状況に変化があった場合は、随時連絡をしている。

96
　区のブロック会や研修時など折りに触れ、市の窓口に伺
い、事業所の実情やケアサービスの取り組みなどの相談を
している。電話でも相談にのってもらうこともある。

8
 家族等には、来訪時や家族会等で意見や要望等、何でも
言ってもらえるように取り組んでいる。出された意見や要望
等は、フロアー会議で話し合い反映させている。

　馴染みの職員によって継続的な支援を行うため、多くの職
員でローテーションを組んでいる。管理者の交代があったの
で、スムーズに移行できるように、前管理者からの引継ぎを
受けている。

19

15

14

グループホーム連絡会の交換研修に参加している。隣設す
る他の法人のグループホームとも交流があり、合同で防災
訓練をしたりし意見交換をしている。

18

５．人材の育成と支援

10
　外部研修には、順番に職員が受講できるように取り組んで
いる。また、研修報告は、毎月の会議で発表してもらい、研
修報告書はファイルしていつでも閲覧できるようにしている。

9

４．理念を実践するための体制

2011



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利
用するために、サービスをいきなり開始す
るのではなく、職員や他の利用者、場の雰
囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談し
ながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共に
し、本人から学んだり、支えあう関係を築
いている

１．一人ひとりの把握

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとと
もに、見直し以前に対応できない変化が生
じた場合は、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、現状に即した新たな計画を作成
している

3716
 介護計画の遂行状況、効果などを評価すると共に、利用者
の状態変化や状況、本人・家族の要望に応じて見直しを
行っている。

2612

　相談から入居に至るまでの 「ご入居までの流れ」を作り、
家族と一緒にホームに遊びに来てもらったり、職員が自宅
に出向いたりして、本人が職員やサービスの場に馴染むよ
うに支援している。

2713

　日々利用者と職員は一緒に過ごすことで、掃除や洗濯物
を干したりたたんだり、また縫い物や料理、マヨネーズの作
り方など教わる場面を作っている。職員は、共に支え合える
関係づくりに留意している。また、耳が遠い方に、小さいホワ
イトボードを用意し筆談を始めたところ、色々なことを話して
くれるようになった。

3615
　利用者が自分らしく暮らせるよう、担当職員を決めている。
本人や家族の要望を聴き、担当職員を中心に全員で話し合
い介護計画を作成している。

3314

　日々のかかわりの中で声を掛け、思いや意向の把握に努
めている。他区にある施設に入所しているご主人に会いに
行ったり、実家のお寺への墓参りなど訪問先との打ち合わ
せを密にとり、実現している。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねる
ような言葉かけや対応、記録等の個人情報
の取り扱いをしていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

5221
　基本的な一日の流れはあるが、一人ひとりのペースを大
事にしている。朝には声かけをするが、本人のペースを見守
り支援している。

　「プライバシー保護方針」を職員に周知している。また、個
人情報を記載している文書等は、鍵の掛かる所に保管して
いる。
　職員は、利用者の誇りやプライバシーを損ねない対応に
心がけており、実際に、居室に入る時には、ノックして本人
に確認を取り入室している。

4318

　本人や家族が希望するかかりつけ医に受診している。訪
問マッサージや訪問歯科は、必要に応じて利用している。
　精神科や地域の内科医に、電話相談にのってもらってい
る。

3917
　本人、家族の状況に応じて、通院や送迎など必要な支援
を行っている。

5020

4719
　利用者の状況変化に応じて、できるだけ早い段階から家
族、医療機関、事業所の間で繰り返し話し合うようにして、
重度化等に対する共通理解を持つようにしている。

３．多機能性を活かした柔軟な支援(事業所及び法人関連事業の多機能性の活用）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援との協働



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて、入浴を楽しめるように支援してい
る

24 59 ○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、楽しみごと、気晴らしの支援をしてい
る

25 61 ○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとり
のその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援している

（４）安心と安全を支える支援

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、
鍵をかけないケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身につけ、
日ごろより地域の人々の協力を得られるよ
う働きかけている

　利用者一人ひとりの希望に添った外出支援を心がけてい
る。散歩や買い物、裏庭の菜園や近くにある畑まで野菜の
収穫に出かけている。

22

　昼食のメニュ-は、急な変更にも対応できるように工夫して
いる。調理、盛り付け、配膳の準備、片付けなどを利用者と
職員が一緒に行っている。
　利用者と家族と職員が同じテーブルで楽しく会話しながら
食事をしている場面を観察した。

5723
　毎日入浴することができるが、本人の希望を確認したうえ
で入欲してもらっている。柚子湯やみかん湯、菖蒲湯など入
浴を楽しめるよう工夫をしている。

54

6626

　入居間もない利用者がいるので、現在は家族などに了解
を得て、玄関、非常口に鍵をかけている。職員は、出かける
気配や言動を察知して速やかに鍵を開けて対応している。
今後は鍵をかけずに安全面に配慮し、自由な暮らしができ
るよう検討している。

　防災対応マニュアルを整備し、年２回防災訓練を実施して
いる。うち１回は隣設する他の法人のグループホームと合同
で、消防署の協力を得て行っている。非常用の水や食糧の
備蓄もあり、食器棚などは固定している。

7127

 得意分野で一人ひとりの力を発揮してもらえるよう、縫い物
や活け花、共用部分の掃除などを頼み、職員は感謝の言葉
を伝えるようにしている。また、１階と２階対抗のミニ運動会
や誕生日会、ドライブ、食事会などの行事に参加してもらえ
るよう、利用者の希望を確認しながら行っている。

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

（１）居心地のよい環境づくり

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって
不快な音や光がないように配慮し、生活感
や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

77

　食事や水分の摂取量は、毎日チェック表に記録し、管理栄
養士より栄養バランスのチェックを受けている。体重を減ら
す必要がある利用者には、医師が毎日の運動のプログラム
を本人教えたり、小さい茶碗でお粥にするなどの工夫をして
いる。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

　居間や廊下の隅にソファーが置かれ、利用者それぞれの
居場所になっている。浴室や共用スペースは床暖房になっ
ている。また各階に６機の空気清浄を設置している。

8330
　居室には使い慣れた机やテレビ、鏡台やタンス、仏壇、家
族の写真など、馴染みの物がそれぞれ置かれ利用者が居
心地よく暮らせるよう配慮している。

8129



○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取り組みの事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支えあい 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

（ユニット名） 幸水

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

記入日 平成　19　　年　　7　月　15　　日　

横浜市戸塚区平戸町1156-1

記入者名
（管理者）

布施　範子

所在地
（県・市町村名）

自 己 評 価 票

事業所名 梨雲ハウス平戸

ケアサービスの提供状況や事業所の取り組み状況を具体的かつ客観的に記入しま
す。（実施できているか、実施できていないかに関わらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○をつけます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取り組み内容
を記入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて
記入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日頃の実践や改善への取り組みを示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされている
かを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見出
し、改善への取り組みを行っていくための指針とします。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初から
順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）か
ら始めて下さい。



地域密着型サービス評価の自己評価票　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的なつきあいができるよ
うに努めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

・新しい職員にも理解してもらい、全ての職員が共有出来
るように定期的に研修・面談等を行っていきます。

○

○

○

5

○
・地域の催し物等の積極的な参加を心がけ、日常的なつき
あいが出来るよう努めていきます。

○

1

2

・地域のボランティアさんの協力の下、年間の催し物を行わ
せて頂いてます。
・地域の方々の見学を常に受けてます。

２．地域との支えあい

・お隣のグループホームの皆様とは顔を合わせれば挨拶を
かわし、催し物があればお互いに行き来をしています。
・お散歩の際、近隣の方々と挨拶等を交わしコミュニケーショ
ンをとっています。

4

・老人会には加入しておりませんが、会員の方々のホーム
見学会の実施、催し物のお誘い、参加等に積極的に関
わっていきます。

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

・「梨雲ハウス」独自の「目指す物」「理念」を揚げております。
かつてこの地は日光を浴び風をうけ梨を育んできたところで
す。そのような立地環境の中でご利用者様がその人らしく生
活出来る様支援してます。

・「理念」はヘルパー室に常時貼りだされており、日常的に目
にし、心に刻んでおり、又、入社時、内部研修等では、必ず
各職員に伝えています。

・ご家族には毎月のお便りを通してご理解頂けるよう努めて
おります。
・面会時の際、目のつくところに掲示しご理解いただいてま
す。
・見学などで訪問された方にも、パンフレット等を通して「理
念」をお伝えしてます。

１．理念と共有

3

項　　目

・理念に基づき、一人ひとりにあった生活を支援していきま
す。

・地域の方々にも、より一層のご理解を頂けるように、介護
教室等の開催などに力を入れていきたいと考えてます。

取り組んでいきたい項目



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村とともに
サービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

11 ○

8

10 ○
・管理者は「地域福祉権利擁護事業」や「成年後見人制度」
について研修会等で学び、定例会議等で報告、理解に努め
ています。

9 ○
・県・市・区等の連絡会には、必ず参加し情報を頂き、サービ
スの質の向上に取り組んでいます。

○

・職員にも周知できるように内容を報告、掲示等につとめま
す。

6 ○

7 ○

３．理念を実践するための制度の理解と活用

・運営推進会議を早めに実施し、より良いサービスを提供
できるように努めていきます。（現在検討中）

・これまで同様、「介護教室」等を適宜実施し、地域の方々
への一助となる情報発信を続けて行ければと思っておりま
す。

・これからも全職員に周知の上で取り組んでいくように努め
ます。

・拘束・虐待のない介護を目指すために職員間での話し合
い、試みなど常に考えながら同じ意識のもと、取り組むよう
に努めます。

・職員が同じ理解の下、活用出来るように「学ぶ機会」を定
期的に設けていきます。

・かかりつけの医師の方にお願いし、地域の方々に参加して
いただく「介護教室」を実施しています。

・昨年までは主に管理者が作成し、職員は報告をうけて刃物
チェックなどの改善策に取り組み実施してきました。今年から
は作成段階から職員が案を提出し、全員で朝、一項ごとに話
し合い、全員参加で取り組んでいます。

・運営推進会議の開催に向けて、地域の方や包括支援セン
ターの方々にお願いをしています。

・管理者や職員が研修会等で学び、会議等で他職員に報告
し、説明・注意・話し合いの場が設けられています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

・風通しの良い働きやすい職場環境づくりに努めます。
・認知症に対する理解を深めるようなマニュアルを作成す
る等考えています。

18 ○
・多くの職員が関わることによってご利用者様へのダメージを
薄くする様に心がけています。

・職員の意思の統一を図り、介護のしやすい職場づくりをこ
れからも目指していきます。

17 ○
・柔軟な勤務調整をしていくためにも、職員の定着を目指
し、ご利用者様、ご家族に対してより良いサービスを提供
できるように努力します。

16 ○

・代表・管理者・主任・計画作成担当者・ホーム特別補佐によ
る「梨の実会議」を毎月開催し、決定事項（人事・入退去者・
行事・フロアの状況等）を各フロア会議において報告し話し
合いを設けています。
・職員の個別の内部研修を設け、意見や思いを汲み取り反
映させる事でサービスの質の向上につなげています。

・状況にあった時間帯の職員を採用したり、緊急時などの職
員の確保ができるように努めています。

・月一度のお便りについては、内容の充実に努めます。
・健康管理・金銭管理・職員の異動等については、ご理解
して頂けるようなきめの細かい報告をしていきます。

15 ○
・「家族会」を発足し、ご家族同士の話し合いの場を提供し
ていきたいと考えています。（年間４～５回の行事の中で開
催することを検討中です。）

14 ○

・月に一度のお便りで、ご利用者の状況・様子（写真）、金銭
の収支報告（依頼があれば領収書添付）にてお伝えしていま
す。
・面会された折には、近況を報告し、また定期・緊急に関わら
ず受診の際には、逐次状況報告をしています。

・ご家族の来訪の際に、職員一人ひとりが常にご家族の思い
に耳を傾けることで、意見、不満、苦情を吸い上げる事に心
がけています。状況によっては会議や家族との話し合いを設
けています。

・常に一人ひとりの立場に立ち、明確な説明を行い、十分
に理解・納得をして頂けるような話し合いをしていきます。

13 ○
・人権擁護等に関する学習をする事により意識を高め、傾
聴などにより個々に対して対応出来るように話し合っていき
ます。（随時）

12 ○

・契約・解約の際には、ご利用者・ご家族の思い・悩みを共有
しながら相手の側に立った話し合いをし、当ホームの考えを
十分にご理解いただいた上で、一人ひとりに最善の方法を
提案しています。

・常日頃よりご利用者または、ご家族とのコミュニケーションを
図り、なんでも話していただける雰囲気づくりに努め又、苦情
相談にいつでも対応出来るようにしています。

４．理念を実践するための体制



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画をたて、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受けとめる努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受けとめる努力をしている

・職場環境の整備、勤務状況の把握に日頃より努め、「やり
がいのある・働きやすい職場」づくりに努力していきます。

23 ○
・ご利用者、ご家族の話しに耳を傾け、その方のニーズに
合った対応をしていきます。

22 ○

・内部・外部研修の実施を心がけています。
・居室担当・メニュー作り・食材発注等ローテーションで各々
が責任を分散する事で仕事への理解を得られるよう、そして
考えてもらえるようにしています。

・アセスメント時の聴き取りの際または、ケアプラン作成時の
話し合いの折、一人ひとりの不安や悩み、思いを共感し、そ
の方の状況を理解し信頼関係が築けるよう努力しています。

・少しでも多くの職員が交流の機会にのぞめるような工夫を
し、他の同業者とのかかわり合いをもつことで、介護につい
ての理解を深め、サービスの質の向上に努めます。

21 ○
・職場の環境、人間関係に配慮し速やかに対応できるよう
な体制づくりに努めます。

20 ○

・管理者と一部の職員は、区の連絡会等に出席し、勉強の機
会をもち、サービスの質の向上に取り組んでいます。
・いろいろな勤務形態の職員がいますので、すべての職員が
となると、難しい面があります。

・事務所にソファーを置き、職員がリラックスして休憩できるよ
う仕切りを設ける等、環境作りに取り組んでいます。
・定期的あるいは状況に応じて個別面談を設け職員の声に
耳を傾けています。

19 ○
・介護者として質の向上を目指し、自覚と責任のある介護
を提供するためにも職員の確保、計画的な研修の取り込
みを考えています。

・全職員（常勤・非常勤）に研修等の機会を設け、参加してい
ただいてます。研修内容については、会議等において全職
員が共有できるよう報告、勉強会としてつなげています。（報
告書の提出）
・実技等についても外部・内部研修のなかで指導を行ってい
ます。

24 ○

５．人材の育成と支援

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

・ご家族の立場にたち、本当に安心して頂けるよう、耳を傾
けるような機会を多く設けていきます。
・今後も引き続きケアプラン作成時等、ご家族と十分なコ
ミュニケーションをとるよう心がけてまいります。

・電話等のお問い合わせ、見学、面接においてその方の立
場にたち、お話を聞き即時的なニーズが何なのかを考慮し
状況の把握に努めています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本
人から学んだり、支えあう関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えて
いく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るように努めている

26

27 ○

・ご本人の意思を尊重しながら、時間をかけ、焦らず、丁寧
に介護サービスを提供するように努めます。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

○

・ご利用者とともに生活の場ということを意識しながら接する
ことに努めます。工夫すべき点はまだまだあると思います。
試行錯誤の繰り返しだとしても職員で話し合いながら共に
支えあう関係を築き上げられるよう努めます。

31 ○
・ひとつの大きな家族として、ご利用者同士が向き合えられ
るような時間と空間を提供できるよう工夫に努めます。

30 ○
・ご利用者の生活歴を考慮し、また、ご家族との連携を考
慮しながら一つひとつ大事なことを把握し、支援することを
考えています。

・日々の生活の中でご利用者同士の関係を把握し、集団生
活が円滑に過ごしていただけるように心がけた介護をしてい
ます。
・居室にこもる事のないようにアクティビティーのマンネリ化を
防ぐことを考えています。

・それぞれ時間の経過に違いがあるので、各々の状況を踏
まえた上で、ご家族に寄り添いながら共に支えていく関係
を築き上げられるように努めます。

・行事・誕生日会等を通してご家族とのコミュニケーションを
大切にし、共に支える立場としての信頼関係を築き上げるこ
とに努力しています。
・ケアプラン作成時における事前打ち合わせなどで、それぞ
れの思いをすり合わせることに努めています。

28 ○

29

・夫婦・親子・嫁姑関係等スタッフにとっては苦しい場面もあり
ます。話しを伺うことで少しずつ時間をかけながら本人と家族
との関係に理解を深めていくことに心がけています。
・連絡の取れていなかったご家族との仲介役となることもあり
ます。生活歴等を考慮しながら支援しています。

○
・行事等(誕生日会など）の参加呼びかけに工夫をし、ご利
用者様とのつながりを深められる機会を、できるだけ提供し
ていく事を考えていきます。

○
・困っている事や不安な事に対し的確な助言ができるよう
にしています。その為にも十分な時間をかけ話し合いを心
がけます。

25
・ご本人の介護度、ご家族の介護状況、経済力、社会的な要
因等で初期の見極めをし、必要に応じて他のサービス（行
政）も含めた対応に努めています。

・ご本人・ご家族・知人の方と、又は、入院先のケースワー
カー・医師との見学やホームでの食事を一緒に楽しんでいた
だくなど、相談しながら行っています。

・ご利用者への一方的な支援をするという態度ではなく、接
することで教えていただくことを大事にしつつ、常に支えあう
関係を築けるよう努力しています。

・ご家族・ご友人等の訪問は大歓迎です。
・誕生日会・行事など、ご家族が来訪しやすい場面を設けた
り、外泊も可能な限り自由にして頂いています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らないつきあいを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

32 ○

○

34 ○

・ご利用者の言葉や言葉にしづらい思いを日々の行動・表
情から汲み取り支援をしていきます。

○

・今までの生活歴等の刷り込み、整理、定期的に見直すこ
とにより確実な把握を心がけます。

・情報の整理・伝達に工夫をし、ご利用者へのきめ細やか
な観察を心がけ現状の把握に努めます。

・それぞれのかたがたの希望、要望に沿った充実し、わか
り易い介護計画の作成に努めます。（その時、その方に
とって、必要な事柄を取り入れた介護計画）

○

・関係を断ち切らない付き合いを大切にする為、定期的、
計画的にきめの細かい対応ができるように考慮していきま
す。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35 ○

33

・定期的(小まめに）、適時、ご本人と介護計画とを照らし合
わせ、内容に相違がないかを確認しながら支援に努めま
す。

37

・いつでも遊びに来ていただけるように行事参加への呼びか
け、連絡（ハガキ等）を取っています。
・皆様の声を録音したテープをつくり、送るなどして関係を
保っています。

・ご利用者の言葉に耳を傾けて、その方にとって一番良い方
法を模索し、最もふさわしい生活をおくって頂けるよう努力し
ています。

・アセスメント時の情報収集、また、その後のご家族から伺っ
たお話し・看護サマリー（要約）・ご本人の希望などを基にし
てカンファレンス(会議）で把握しあっています。

・ご利用者の一日のの様子から精神面、身体面をよく観察し
現状を把握するよう努力しています。
・日々の申し送り・連絡ノートの活用・各人のケース記録によ
りすべての職員が情報を共有し現状の把握に努めていま
す。

・ご利用者・ご家族・関係者のお話しをお聞きし、希望、要望
を取り入れたものを作成しています。また、その為にフロアで
の話し合いも行っています。

・介護計画に沿った支援のなかで日常生活の様子、体調の
変化等が生じた場合は、医師の診断アドバイスなどを仰ぎな
がら、ご家族と相談のうえ、介護計画の見直しをその都度
行っています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケ
アマネジャーやサービス事業者と話し合い、他
のサービスを利用するための支援をしている

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

43 ○

・ご利用者または、ご家族の希望に応じて医療機関での受
診を支援していきます。
・ご家族対応の受診をされているご利用者に対しての情報
の共有に心がけていきます。

42 ○
・地域包括ｾﾝﾀｰに伺い、この地域でのグループホームとし
ての理解をしていただくために話し合いをしています。

・入居者に家族の希望を聞き、なじみの医療機関を大切にし
ます。また、梨雲ハウス開所時より主治医の話をし、家族より
選択して決定されてます。その後は時々、主治医受診時に
家族にも付き添って頂き認知症の進行・身体的な状況も説
明して頂きご利用者様の支援をしています。

39 ○

・ご利用者がより良く暮らして頂けるように柔軟な姿勢で支
援に努めます。
・畑での作物の充実(ナス・トマト・かぼちゃ・ピーマン・モロ
ヘイヤ・しし唐・にら・イチジク等）

41 ○
・他のケアマネジャーの方々との交流を適時図り、話し合
いながらより良いサービスの向上を目指していきます。

40 ○

・地域の医院の看護師さんにボランティア訪問していただき
ご利用者様の様子を看ていただいています。

・公民館・地域プラザ等のほかの機関との協力を今後は図
りながら変化のある支援を考えていきます。

・記録の充実に努め、多くの職員が同時期に情報の共有
化が図れるようなシステムづくりに努力しています。

・運営推進会議の開催等を含め、定期的に協働が出来る
ような関係づくりに努めていきます。

38 ○

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

・毎日の介護日誌のほか、個人のケース記録を記入していま
す。
・連絡ノートやヒヤリハッとノートを活用し、出来事・気づき・提
案等を記入し情報を共有しています。
・これらの記録を基にフロア会議で話し合い日々の実践や介
護計画の見直しに活かしています。

・ご利用者・ご家族の状況を踏まえ、受診、面会時間、外出、
外泊、食事等、柔軟に対応、支援しています。
・敷地内の畑にふれていただいたり、事務所で飼っている2
匹の猫たちによるふれあいを心がけています。

・唄・踊りのボランティア・家庭菜園のボランティアの方々よる
支援を頂いています。
・救急法の研修には毎月2名のスタッフが参加しています。
・県・市・施設間の研修にも常勤・非常勤に関わらずスタッフ
の特性をみて参加しています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、
また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。
あるいは、そうした場合に備えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行い、
住み替えによるダメージを防ぐことに努めてい
る

・ホームでの生活がより良く暮らしていただけるよう、ご家
族・医療機関・職員の連携を密に図り支援するように努め
ます。

49 ○
・住み替えによるダメージを最小限に防ぐために、職員間
での話し合いを十分にして、きめの細かい情報交換が出
来るように考えていきます。

48 ○

・ご家族・ご利用者の意向に添いながら繰り返し話し合いを
行っています。
・ホームでの生活が可能な限り医師の指示の下、職員で情
報の共有を図り、各種の制約の中、一つひとつ「できる事」を
増やしながら支援しています。

・他施設に移る方には、当ホーム入居時の健康診断書・お薬
説明書・ＡＤＬ（日常生活動作能力）・介護度等の書類をコ
ピーし、情報提供に努めています。

・入院中の面会時に看護職員からの情報収集に努めま
す。
・入院中、退院後のご利用者様の混乱を少しでも防ぐよう
に、日頃よりご家族との意思の疎通を図ります。

47 ○

・重度化・終末期のあり方についてホームとして、個々のご
利用者へどのような方針で取り組むのか、ご利用者・ご家
族・医療機関それぞれの意向をもとに繰り返し話し合いの
場を設けるようにします。

46 ○

・入院時には、必ず看護サマリー（要約）をお渡ししていま
す。
・ご家族、医療機関関係者との情報交換を密にし、早期退院
に向けて話し合いを行っています。
・安心していただけるように面会に伺い入院中の様子を見る
ことで退院に向けての準備に努めています。

・入居時にホームでの生活と終末期の介護状況を説明し、そ
れぞれの状況に応じてご本人・ご家族・主治医と私達の介護
力を考え話し合い、方針の共有に努めています。

・医療機関との良好な関係を継続し、ご利用者様がいつで
も診察・治療が受けられるよう努めます。
・専門医との関わりから認知症についての理解をより深める
事に努めます。

45 ○
・現状維持・継続に心がけ、より一層の良い関係づくりに多
くの職員が関わりながら、ご利用者への支援に努めます。

44 ○

・困難事例についてはその都度、職員で相談をし、専門の医
師には生活状況表などの記録から日頃の様子を理解して頂
けるよう努め、生活面でのアドバイス、治療等を受けられるよ
うにしています。

・地域の看護師の方にご利用者の状況を相談し、必要に応
じて訪問して頂き、実際に様子を診て頂いてます。
・精神科受診の方については、「何かあったらいつでも相談
してね。」と声をかけていただいてます。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応、記録等の個人情報の取
り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

51

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

54

53

（１）一人ひとりの尊重

１．その人らしい暮らしの支援

50

○

○

○

・職員の一方的な働きかけばかりでなく、ご本人がやりたい・
選びたいという意思のある方には、なるべく自己決定してい
ただけるような対応をしています。また、そうでない方に対し
ても必ずお伺いするよう心がけています。

・ご利用者一人ひとりのペースを大切にした対応を心がけ、
支援をしています。（散歩・買い物等）

・希望がある方には、その人らしい身だしなみ等が出来るよう
に支援しています。そうでない方には、様子を伺いながら職
員がおしゃれ、身だしなみを考えて対応しています。
・理容・美容については、ご希望の方はホーム近くの行きつ
けの理容店にて整髪いただいております。

・職員の都合による支援でなく、ご利用者の希望、要望に
添った支援を日頃より考えて日常生活の支えとなるように
働きかけます。

○

○

・現状の維持に努めながら、その人らしさを日々の介護の
中から汲み取れるように努めます。

・一人ひとりの持っている力を見極めながら、試みるというこ
とを考えて支援できるように努めます。

・個人のプライバシー・誇りについて職員間で話し合い対
応に努めます。

・時として、ご希望に沿えない場合もあり、そのような時に、
その方のご希望をどのような形でかなえられるのか？考え
ながら対応できるように努めます。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

・集団生活の中で、それぞれが好みの物を楽しむ事の難し
さはありますが、個々の好みを、状況にあわせて日常的に
楽しんでいただけるよう、いろいろな方法を考えていきま
す。

55 ○

・誇りやプライバシーを損ねないよう、会議・研修等にて職員
の意識の徹底に努めています。

・毎日の食事が楽しいものになるような雰囲気づくり（音楽
等）、その方のレベルにあわせて、配膳、片付け等をお願い
しています。
・お誕生日会などには、ご本人の好物などを伺ってメニュー
を考えています。

・お酒・たばこを嗜まれている方は、現在おりませんが、飲み
物やおやつについては、マンネリにならないように色々と工
夫をこらしています。
・一人ひとりの希望については、それぞれの居室等で対応す
るなど状況にあわせて対応しています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排泄の支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出かけられる機会をつくり、支援している

・ご利用者の声にならない声を、日々の生活の中から拾い
上げることで、その思いを察して少しでも多くの外出の機会
を提供できるように努めます。

62 ○

・ご利用者のご希望をお聞きし、関係者等を含め計画、打ち
合わせをし実現に向けての取り組みをしています。
・車椅子の方々の外出も可能な限り、希望にそえるように計
画を立て、積極的に取り組んでいます。

・見守りの中で、お金の所持や使うことに関して、少しでも
多くの機会を設け、お買い物など楽しんでいただけるよう
支援していきます。

61 ○

・一人ひとりの希望に沿えるような機会をつくり支援を心が
けて行きます。
・その日の希望にそえない場合でも、楽しみにしていたそ
の思いを大事にして実現していくように張り合いのある対応
を心がけていきます。

60 ○

・ご利用者・ご家族との話し合いの下、所持・管理できる方に
対しては希望に応じてお好きな物を決定、購入していただく
ように支援しています。
・お金を所持することで安心される方には、各自所持してい
ただいてます。

・お天気の良い日は、お買い物や公園に出かけています。
・できる限り希望に沿った外出をめざし、その方の馴染みの
場所に出かけています。
・車椅子の方にも、四季を感じていただけるように計画的に
取り組んでいます。

・一人ひとりの体調、状況を観察、把握し、それぞれに合っ
た安眠や休息に導く方法を職員で話し合い実践していき
ます。

59 ○
・一人ひとりが本当に楽しみ、喜んでいただける事を一つ
でも多く見つけ、取り入れられるよう支援していきます。

58 ○

・めりはりある生活に心がけ、安眠や休息を生活習慣の中に上手に
取り入れることに努力しています。
・昼夜逆転傾向の方には、日中の生活活動に力をいれたり、眠前
薬服用の時間をずらすなどの対応に苦心しています。
・ゆったりと安心して過ごしていただけるような雰囲気作りに努めま
す。（居室内の整理整頓等）

・掃除・洗濯・炊事等に関わっていただけるような声かけを
し、歌や散歩・花いじりなど気分転換を考え、積極的に楽し
んでいただけるよう支援しています。

・日頃の行動パターンを観察し、排泄の失敗やオムツの使
用を減らし、一人ひとりの持っている力をひきだし、維持で
きるよう支援に努めます。
・個人を尊重し、安心して、気持ちよく排泄に導くような声
かけ、雰囲気づくりに気配りします。

57 ○
・入浴の時間がスムーズに、楽しみとして思って下さるよう
な工夫（四季折々の雰囲気づくり）に取り組みます。

56 ○
・一人ひとりのレベルとペースに合わせた排泄介助に心が
け、その方独自の排泄のサインを見逃さないようにしていま
す。

・曜日・時間に関しては、ある程度の決まりはありますが、状況に応
じて柔軟に対応しています。（体調等を考えて）
・季節感を味わっていただけるよう（菖蒲湯・ゆず湯等）工夫してい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ご利用者の様子をみて、心ゆくまで楽しんでいただけるよう支援し
ています。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではなく、
一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り組
みをしている

○事故防止のための取り組み

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

・過剰な管理・保管になってはいないのか検証し、ご利用
者の変化を把握し、対処するように努めます。

69 ○
・事故防止に対して、それぞれ具体的な知識を身につける
ための勉強会を定期的に設けて介護に役立てられるように
努めます。

68 ○

・一人ひとりの様子を把握し、状況に応じて、職員で話し合い危険
な物品は、置き場所、保管場所に配慮しています。
・居室に関しては、ご家族との話し合いの下、対処するように心がけ
ています。（花瓶・絵画・ポット・写真）　　　　　　　　　　　　　　　　　・
事故・怪我につながるようなものは、代替するなど配慮しています。

・申し送り、カンファレンス（会議）により一人ひとりの状況を把握し、
事故防止に取り組んでいます。
・インシデント報告を活用し、職員間の情報共有を徹底しています。
・防火・防災訓練を年二回行い、事故防止の取り組みに力を入れて
います。

・ご利用者の様子を察し、思いを理解し、説明、的確な対
応を心がけていきます。
・日々の様子の中から鍵をかけないケアを検討し、試みる
ことも大切だと思います。今後は具体的な計画を職員で考
えていきます。

67 ○
・ご利用者の人権・プライバシーに十分配慮、尊重し、思い
込みや慣れに気をつけ、目配り、気配りに努めます。

66 ○

・危険防止、事故防止（徘徊・帰宅願望等による無断外出）のため、
又、不審者の侵入防止の意味も含め玄関の施錠は行っています。
・その日の職員全員が鍵を常時携帯することでご利用者様への対
応を心がけています。

・ご家族からの希望もあり、夜間は巡視を行い、昼間は必ずリ
ビング等に職員を配置し、安全に配慮しています。
・申し送り等の充実を図り、ご利用者の体調の変化、所在等
を把握し情報の共有、対応に配慮しています。

・現状のまま、お好きな時にいつでも訪問を受け入れて行
きたいと思います。また、より良い空間を提供できるように、
居心地の良い雰囲気づくりを目指していきます。

65 ○
・ご利用者の精神的弊害を考慮し、身体的拘束をしないケ
アを目指していきます。

64 ○

・特別に「面会時間」というものは設けていません。ご都合の
良い時に訪問していただいてます。
・訪問の際も、居室、リビングなどお好きな場所でお寛ぎいた
だけるように心がけています。

・身体拘束をしないケアを目指し、話し合いを繰り返す事で意識の
徹底をはかり支援しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
「できる事、できない事」についてご家族の方々と話し合いながら介
護において創意工夫し、転倒防止、骨折防止などに努めていま
す。

63 ○
・ご利用者の方々に、目配り、気配りし、重度の方に対して
もご家族等、大切な人とのやり取りにお役に立てられるよう
に支援していきます。

・電話をしたり、手紙のやり取りは、希望があれば、いつでも
対応しています。（家族・友人・知人等のやり取りは大歓迎で
す。）
・年賀状・クリスマスカードなど節目の時期には、職員がお手
伝いし、少しでもその方の思いが伝わるような物をお送りして
います。

（４）安心と安全を支える支援



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期的
に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身につけ、日
ごろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした対
応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

・口腔ケアの意義について理解し、毎食後の口腔ケアを目
指し検討し、取り組もうと考えています。

76 ○

・毎朝の起床時、夕食後には、その方に合ったレベルの口腔
ケアを行なっています。
・義歯は、夕食後に必ず手入れをし、消毒の為に一晩お預
かりしています。

・服薬支援にあたり、変更などがあった場合ご家族に報
告、相談し、ご理解をいただけるような取り組みをしていき
ます。

75 ○

・薬に頼らず自然排泄に心がけ、きめの細かい個別の対応
に努めます。
・飲食物の特性を学び、効率的な体操を取り入れることで
便秘の予防に努めます。

74 ○

・配薬表を作成し、服薬の目的、副作用、用法が確認できるように
なっています。
・薬の変更、新しく処方された薬、容量の増減の場合は、ご利用者
を一定期間観察し、様子の変化等を見逃さないようにしています。
状況に応じて医師に相談をしています。

・排泄表を作成しており、一人ひとりの状況をどの職員も把握できる
ようにしています。便秘の方には、その原因を考慮した生活を提供
しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
日々の体操・水分摂取・食事バランスに注意し、可能な限り自然な
排泄を促せられるような対応を考えています。

・ご家族の理解を得るためにも、コミュニケーションを大切
にしていきます。
・信頼関係を築きあげることを、各々職員が自覚し、共に協
力し対応策を相談しながら支援に努めます。

73 ○
・些細な変化・サインを見逃さないような観察力を身につ
け、速やかに対応できるように申し送り等での情報の共有
に努力をします。

72 ○

・それぞれに起こり得るリスクについて、ご家族にお電話、面会等で
説明し、理解いただけるように話し合いに時間を頂いてます。
・生活面については職員から、医療面については医師からの説明
を聞いていただき、その方のリスクについての対応策を話し合って
います。

・毎日のバイタルチェック、食事、水分、排泄、睡眠状況の情報を共
有し、早期発見に努めています。また、主治医との連携に取り組ん
でいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
個々の方々の顔色や体感、様子に注意し、兆候を見逃さないように
気をつけています。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

・ご利用者の必要性に、柔軟に対応するためにも、急変時
や事故発生時の応急手当等の研修、学習を行なっていき
ます。

71 ○
・地震・水害などの災害対策を、日頃より心がけ、より良い
安全を確保し支援できるよう定期的に検討していきます。
（家具の転倒防止・飲食物の確保）

70 ○

・日中・夜間等の急変時のマニュアルは、目に付くところに掲
示し　状況の変化にあわせ、話し合いの下、検討していま
す。
・可能な限り、救命救急法の講習を受け、多くの職員が共有
しています
・救急対応マニュアルを各フロアに常備しています。

・防災訓練は年二回実施しています。また、隣接のグループ
ホームの方々とも合同で実施しています。（うち一回）
・職員がご利用者様のモデルとなり避難訓練をしています。
・消火器・避難経路・防火器具等の定期的な点検をしていま
す。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、肝
炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

・無理強いすることなく、一人ひとりが最も寛いでいただけ
る時間と空間を提供できるように、ご利用者との関わり合い
の中からヒントをもらえるようなケアに努めます。

82 ○

・居室・リビング・和室・廊下に置いたソファーなど、好きな時
に、それぞれの場所で過ごしていただけるようにしています。
・閉じこもり、寝たきり防止の為に、職員の声かけでリビングで
過ごしていただけるような働きかけをしています。

・感染症予防のマニュアルを状況に応じて検証していきま
す。
・ご家族に対しても速やかな情報の提供に努め、理解して
いただける様に働きかけます。
・その時々の状況を把握し、医療機関等との相談の下、的
確な対応ができるように努めます。

79 ○

・米・野菜・魚・その他の食材について、業者の方たちの協
力をいただき常に新鮮で安全な食材の管理と使用に努め
ていきます。
・調理する人の体調管理・衛生管理の維持に努めます。

78 ○

・かかりつけ医にお願いし、ご利用者、職員は、インフルエンザの予
防接種を行なっています。
・感染症予防のマニュアルを作り、防止に努めています。
・フロア・居室の衛生管理に配慮しています。
・流行の兆しが見られた場合、ご利用者に変化があった場合は、医
師の指示を仰ぎ、時には受診等で対応しています。

・衛生管理に関しては、チェック表を作成し、食中毒の予防
に努めています。
・調理器具・布巾・まな板・冷蔵庫内の消毒等をしています。
・食材の管理については、発注・配達の際に安全管理の
チェックに努めています。

77 ○
・定期的に管理栄養士の方とも相談しながら献立の検討を
図り一人ひとりに合った食事が提供できるような支援を考え
ています。

・食事・水分表を作成し、職員がそれぞれ把握しています。
・一人ひとりの状態に合わせた食事を工夫し、提供していま
す。（きざみ食・ミキサー食・お粥）
・管理栄養士の方にみていただき、アドバイスをいただいて
います。

（１）居心地のよい環境づくり

・近隣の方々にも違和感なく親しみやすい雰囲気づくり、
安心感を持っていただけるホームづくりを心がけていきま
す。

81 ○

・生活感・季節感・安心感そして居心地の良い空間とは、ど
のようなことなのか職員で考え、雰囲気づくりに努めていき
ます。
・ご利用者にとって良い空間というのは、職員にとっても面
会の方々にとっても居心地の良いことだと思います。日々
の生活に流されることなく工夫をしていきたいと思います。

80 ○

・建物の周りには、植木鉢・プランターを配置し和やかな雰囲
気づくりに努めています。
・玄関周りの掃除をすること、清潔に保つことで安心安全とい
う環境作りに努めています。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

・トイレには、一般家庭のようにカレンダーを掛けたり、タペス
トリーを掛けています。
・ベランダにはご利用者と一緒に植えたお花を置いていま
す。
・リビングの壁にはご利用者と一緒に作った作品（絵・折り紙
等）や、季節感を感じていただけるような作品を飾っていま
す。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのものを
活かして、本人が居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

87 ○
・屋内だけでなく、外での活動によりご利用者が少しでもメ
リハリある生活、心身のリフレッシュに役立つような工夫をし
ていくように努めます。

86 ○

・一人ひとりの身体機能を活かせるように定期的に見直し
をし、その人らしく暮らしていただけるように創意工夫に努
めます。

84 ○

・個々の力を最大限に引き出せるように、日頃より観察のう
え、職員間で見極めながら小さな事から試みながら支援し
ていきます。

○

83 ○
・その人らしくあっていただく為にも、その人を知る上にも、
ご利用者、ご家族との話し合いの中から個性的なお部屋
づくりに　お手伝いできればと思います。

・外回り・ベランダには、その季節を感じていただけるようお
花や植木鉢を置き、リビングからでも楽しんでいただけるよう
工夫しています。
・車椅子の方にも外のスペースを利用して、外気浴を楽しん
でいただいてます。また、昨年より「ミニ運動会」を開催し楽し
んでいます。

・それぞれの居室には、使い慣れた馴染みの物、安心感の
ある物を持ち込み、お部屋づくりをされています。
・写真・思い出の品物など、ご自身の生きがいの場を築いて
いただいています。

・空気清浄機を各フロアに五機設置してます。毎朝、定期的に換気
しています。
・冬場の床暖房は、やさしい暖かさで好評です。
・夏場の冷房はご利用者の状況に合わせこまめに対応しています。
・外気温との差についても、衣類の着脱にて対応してます。

・フロア内はすべてバリアフリーになっています。
・廊下・トイレ・浴室には手すりを取り付けており、転倒防止に
配慮しています。
・就寝時、転落の危険性のある方には、低いベッドを使用し、
ベッドの下には弾力性のあるマットを敷いて安全に生活が送
れるように工夫しています。

・時計・カレンダーの設置、または、生活ボードを活用しメリハ
リのある生活の場を提供しています。
・個々のレベルに合わせて、暮らしていただけるよう声かけ
し、家事等の実践の中から達成感や充実感を感じていただ
けるように工夫しています。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

・それぞれのご利用者の状況を判断し、温度調節に配慮
し、こまめに対応していきます。（温度管理・衣類・食べ物
など）

85



Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼ全ての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族と

○ ②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる



①ほぼ毎日のように

○ ②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

○ ②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

○重度の認知症でご家族の受け入れ困難な方、病院の入院受け入れ困難な方、入院という環境変化で病状が悪化された方も、かかりつけ医やご家族の理解、協力の下で最後
まで受け入れるよう努力しています。ご利用者の些細な喧嘩等はもちろんありますが、日常生活の中の一つと受け止め、対応に努めています。軽度の方が、重度の方に声
をかけられたり、ご利用者が職員に「○○さんが、あぶないよ」と、知らせてくれたり、協力しあう関係を築いています。幸い緑の多い地域で、敷地内に畑もあり、職員
の余力がある時や天候の良い日には、お手入れや散歩等にでかけています。
○お花見・梨狩り・秋刀魚の会・忘年会等にご利用者、ご家族、職員が一体となり協力しあっています。
○年間行事等においてご家族の方々に、多く参加していただける催しものを企画し、この地域ならでは、この時期ならではの情緒を感じて頂ける様に努めています。
○ご利用者一人ひとりのことを前向きに考え、オープンな雰囲気づくりに努めながら介護に携わっています。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

96
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。



○ 自己評価は全部で100項目あります。　 　○記入方法
○ ［取り組みの事実］

○ ［取り組んでいきたい項目］

［取り組んでいきたい内容］

○

○ ［特に力を入れている点・アピールしたい点］（アウトカム項目の後にある欄です）

　○用語の説明

項目数 家族等

　　　　Ⅰ．理念に基づく運営 22 家　 族

１．理念の共有 3 運営者

２．地域との支えあい 3

３．理念を実践するための制度の理解と活用 5 職員＝

４．理念を実践するための体制 7

５．人材の育成と支援 4 チーム

　　　　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 10 　○評価シートの説明
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 4

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 6

　　　　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 17

１．一人ひとりの把握 3

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 3

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 10

　　　　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 38

１．その人らしい暮らしの支援 30

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 8

　　　　Ⅴ．サービスの成果に関する項目 13

合計 100

（ユニット名） 豊水

評価調査票は、プロセス評価の項目（№1から№87）とサービスの成果（アウトカム）の項目
（№88から№100）の2種類のシートに分かれています。記入する際は、2種類とも必ず記入
するようご注意ください。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者
と同義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

記入日 平成　１９　　年　　７　月　１５　　日　

横浜市戸塚区平戸町1156-1

記入者名
（管理者）

布施　範子

所在地
（県・市町村名）

自 己 評 価 票

事業所名 梨雲ハウス平戸

ケアサービスの提供状況や事業所の取り組み状況を具体的かつ客観的に記入しま
す。（実施できているか、実施できていないかに関わらず事実を記入）

今後、改善したり、さらに工夫を重ねたいと考えた項目に○をつけます。

「取り組んでいきたい項目」で○をつけた項目について、改善目標や取り組み内容
を記入します。また、既に改善に取り組んでいる内容・事実があれば、それを含めて
記入します。

日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点
を記入します。

地域密着型サービスの自己評価項目構成

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を
含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事
業所以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

自己評価は、外部評価の資料となります。外部評価が事業所の実践を十分に反映し
たものになるよう、自己評価は事実に基づいて具体的に記入しましょう。

自己評価結果は、外部評価結果とともに公開されます。家族や地域の人々に事業所
の日頃の実践や改善への取り組みを示し、信頼を高める機会として活かしましょう。

これらの項目は事業所が地域密着型サービスとして目標とされる実践がなされている
かを具体的に確認するものです。そして改善に向けた具体的な課題を事業所が見出
し、改善への取り組みを行っていくための指針とします。

項目一つひとつを職員全員で点検していく過程が重要です。点検は、項目の最初から
順番に行う必要はありません。点検しやすい項目（例えば、下記項目のⅡやⅢ等）か
ら始めて下さい。



地域密着型サービス評価の自己評価票　

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支
えていくサービスとして、事業所独自の理念を
つくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続ける
ことを大切にした理念を、家族や地域の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもら
えるような日常的なつきあいができるよ
うに努めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、老人会、行事等、地域活動に参加
し、地元の人々と交流することに努めている

・月一回の会議などを通じて、くり返し話し合って共有に向
けての働きがけに努めています。

○

○

○

5

○
・現在の取り組みの事実を広げて行き、日常生活のなかで
自然に付き合って行けるように自覚を持って取り組みま
す。

○

1

2

・自治会には加入しています。夏祭りに出かけたりはしていま
すが、地域活動への参加までには至っていません。
・地元の方々のホームの催し物へのお手伝い、参加には支
援をいただいています。

・敷地入り口には門はなく、外気浴、外での活動時には隣近
所の方々との挨拶・会話がしやすい環境ですし、職員も自ら
努めています。
・当ホーム開催の介護教室には近隣の方々の参加をいただ
きました。
・近隣の方にギター演奏、手品などをしていただいてます。

4

・地域の催し物等への参加、事業所での催し物へのお誘
いを今まで以上に働きかけていきます。

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

・梨畑だったところで、四季を感じながら自分らしく家庭的な
雰囲気のなかで、ゆとりと生きがいの提供にスタッフ一同努
力しています。

・ヘルパー室の皆が目のつくところに理念が掲示されていま
す。
・職員は、何か問題点が合ったときなど理念に基づき話し合
い実践に向けて取り組んでいます。

・ご利用者さま・職員と一緒に買い物などにでかけたり、地域
のボランティアの方々の力を借りることで理解を得られるよう
に努めています。
・ご家族の方々には、毎月のお便りなどにより事業所としての
理念等を織り込みながらお伝えしています。

１．理念と共有

3

項　　目

・理念に基づき、その方にあった生活を支援していきます。

・ご利用者、ご家族、職員と一緒になって地域と関わりあえ
るように買い物や催し物、介護教室などの開催に力を入れ
ていきます。

取り組んでいきたい項目



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外
部評価を実施する意義を理解し、評価を活か
して具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村とともに
サービスの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人
にはそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内で虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

11 ○

8

10 ○
・個々に話し合いを持ち、制度の理解に努めています。
・「成年後見制度」についての研修などの機会をつくり、必要
とされる方々へ活用できるよう努めています。

9 ○
・県、市、区等の連絡会には出席し、職員間の情報の共有を
はかりサービスの質の向上に取り組んでいます。

○

・職員にも周知できるように報告・掲示等に努めます。

6 ○

7 ○

３．理念を実践するための制度の理解と活用

・運営推進会議を早めに実施し、より良いサービスを提供
できるように努めます。

・これまで同様「介護教室」等を適宜実施し、地域の方への
一助となる情報発信を続けて行ければと思っております。

・評価されたことは真摯に受け止め、それぞれの職員がそ
の意義を考えて取り組んでいきたいと思います。

・学ぶ機会をもち、多くの職員が虐待に対し理解をし、その
防止に努めます。

・職員が同じ理解の下、活用できるよう「学ぶ機会」を定期
的に設けていきます。

・地域の方々に「認知症とは」どのようなものなのか、かかりつ
けの医師による講演会を開催しています。
・地域の方々による見学をいつでも受け入れています。
・介護予防体操・折り紙講習会などを行いました。

・自己評価・外部評価の実施にあたり、職員に説明のうえ
個々にあるいはｸﾞﾙｰﾌﾟで話し合い取り組んでいます。
・前回の評価の見直しをすることで、研修等の受講を取り入
れ改善を図りました。

・運営推進会議の開催に向けて、地域の方や包括支援セン
ターの方々にお願いしています。

・入浴時等に変化がみられないか（傷・あざ）観察をしていま
す。状況によって、ご家族に連絡、報告しています。
・研修会等に参加し、虐待防止についての理解を深め、会
議等の中で報告、勉強の場としています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家
族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な
対応ができるよう、必要な時間帯に職員を確
保するための話し合いや勤務の調整に努めて
いる

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員
による支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

・風通しの良い、働きやすい職場環境づくりに努めます。
・認知症に対する理解を深められるようなマニュアル(職員
向け）を作成し、ご利用者様と馴染みの関係を築けることに
心がけます。

18 ○
・多くの職員が関わることによって、ご利用者へのダメージを
薄くするように心がけています。

・定期的及び適時、個人面談をしていき、今まで以上に職
員の意見等を運営の中で活かしたいと思います。
・フロア会議の前に、無記名・記名に関わらずその時々の
意見を提出していただいてます。

17 ○
・より安定した職員の確保に向け、職場環境の整備を図り、
柔軟な勤務調整がいつでもできるように努めます。

16 ○
・毎月一回のフロア会議で、職員の意見・提案・思いを話し
合っています。
・適時、自由に意見等を述べることができます。

・急変時（特に夜間帯）は、すぐに駆けつけられる職員を確
保しています。
・状況に応じ、柔軟に対応できるように余裕をもった職員体
制になっています。

・異動については、その都度の報告はしていませんので、
今後はお便りの中で、報告・理解をいただけるように努めま
す。
・金銭管理については、お小遣い帳のコピーを月一回報
告しています。（請求書送付時に同封しています）

15 ○

・これからも、ご家族の方々がいつでも意見等できるように
ホームの雰囲気づくり、意思の疎通に努力します。
・行事等の際、「家族会」に繋がるタイミングを図り、オープ
ンな話し合いの場を設けたいと思います。

14 ○

・毎月一回は、日常の様子などをお知らせするお便りを写真
等をそえて報告しています。また、何か変化のあった時に
は、ご家族に連絡しています。
・職員の異動等あった場合は、行事の時などに参加されたご
家族に報告しています。

・契約の際、外部と内部の苦情の窓口を説明し、その連絡先
をホームの見やすい所に掲げています。
・行事の時や面会時に、ご家族の方とコミュニケーションをと
り、意見・不満・苦情をお聞きするように努めています。

・常に一人ひとりの立場に立ち、明確な説明を行い、理解・
納得をいただけるような話し合いをしていきます。

13 ○
・ご利用者が気兼ねなく、何でも話せるような雰囲気づくり
に努めます。

12 ○
・契約を結ぶ前に、十分な説明をさせてもらい理解・納得を
いただけるよう努めています。

・ホームでの生活に不満を感じた方に対し、個別にお話を伺
うような機会を設けています。（お散歩・お買い物等）
・定期的に面接などをして、ご利用者の気持ちを汲み取れる
よう配慮しています。

４．理念を実践するための体制



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育
成するための計画をたて、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と
交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減す
るための工夫や環境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を持っ
て働けるように努めている

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っている
こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受けとめる努力を
している

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく聴く
機会をつくり、受けとめる努力をしている

・職場環境の整備、勤務状況の把握に日頃より努め、「やり
がいのある・働きやすい職場」づくりに努力していきます。

23 ○
・ご利用者、ご家族の話に耳を傾け、その方のニーズに
あった対応をしていきます。

22 ○

・内部・外部研修の実施に心がけています。
・居室担当・メニュー作り・食材発注等ローテーションで各々
の責任を分散し、仕事への理解を得られるよう、そして考え
てもらえるようにしています。

・アセスメント時の聴き取りやケアプラン作成時の話し合いの
折、一人ひとりの不安や悩み、思いを共感し、その方の状況
を理解し信頼関係が築けるよう努力しています。

・多くの職員に交流の機会を与えられるように努力します。
・ネットワークづくり、勉強会など計画的に取り組むように努
めます。

21 ○
・職場の環境、人間関係に配慮し速やかに対応できるよう
な体制づくりに努めます。

20 ○
・他のグループホームとの相互研修を取り入れています。
・管理者と一部の職員は区の連絡会に出席し、勉強の機会
を設けています。

・状況に応じて個別面談を設け職員の声に耳を傾けていま
す。
・休憩時間の確保によって、ストレスの軽減に努めるように働
きかけています。
・勉強会・研修会へ足を運ぶことでストレス軽減を図っていま
す。

19 ○
・介護者として質の向上を目指し、自覚と責任のある介護
を提供するためにも職員の確保や計画的な研修の参加を
考えています。

・新しい職員には一定期間、経験豊富な職員がそばにつき
丁寧に指導しています。
・福祉関係及び地域の研修に職員が順次参加しています。
・実技等についても外部・内部研修の中で、指導していま
す。

24 ○

５．人材の育成と支援

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

・ご家族の立場にたち、安心していただけるような関係づく
りに時間をかけていきます。
・今後も引き続きケアプラン作成時等、ご家族と十分なコ
ミュニケーションをとるよう心がけてまいります。

・電話等のお問い合わせ、見学、面接において、その方の立
場に立ち、お話を聞き即時的なニーズが何なのかを考慮し
状況の把握に努めています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するので
はなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本
人から学んだり、支えあう関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を支えて
いく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努
め、より良い関係が築いていけるように支援し
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るように努めている

26

27 ○

・ご本人の意思を尊重しご家族と相談しながら、ふれあう時
間をもち、サービスの開始に臨めることに努めます。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

○

・個々との関わり合いの中から、馴染みの関係を築きあげ
ていきます。
・生活の中から、バランスの良いご利用者との関係につい
て話し合い、共に支えあうことに努めます。

31 ○
・ひとつの大きな家族として、ご利用者同士が向き合えるよ
うな時間と空間を提供できるよう工夫に努めます。

30 ○
・ご利用者の生活歴を考慮し、また、ご家族との連携を考
慮しながら一つひとつ積み上げることを大切にし、支援す
ることを考えています。

・職員の声かけにより、一緒にレクレーションを楽しんでいま
す。
・ご利用者同士の心理的・情緒的関係または、認知症の程
度などにより、座席の配置を変えたり、職員が間に入り関わる
ようにしています。

・それぞれの時間の経過に違いがあるので、各々の状況を
踏まえた上で、ご家族に寄り添いながら共に支えていく関
係を築きあげられるよう努めます。

・ご家族の意見を聞き、ご利用者にとって一番良いと思われ
る方法を考えます。

28 ○

29
・ご家族が他の施設に入所されて、なかなか面会に行かれな
いご利用者には、定期的に職員と一緒に面会に伺っていま
す。

○
・行事等（誕生日会など）の参加呼びかけに工夫をし、ご利
用者とのつながりを深められる機会を、できるだけ提供して
いくことを考えています。

○
・困っていることや不安な事に対し的確な助言ができるよう
職員・関係機関との話し合いを大切にしていきます。

25
・ご本人の介護度、ご家族の介護状況、社会的な要因等で
初期の見極めをし、必要に応じて他のサービスも含めた対応
に努めています。

・入居される前に、ホームの様子を感じとっていただく為に見
学や、関係者と一緒に昼食を召し上がっていただいたり、お
茶の時間等の参加をお勧めして少しずつ雰囲気に慣れてい
ただいてます。

・一緒に買い物に出かけたり、活動を共にすることによって、
教わることも多いです。個々の家庭環境を把握し、何が得意
であるかを見極めて、お互い支えあう関係をつくっています。
・会話の中から、泣いたり笑ったり、時にほめられたり、励まさ
れたり、そして大声で叱られたりと知らず知らずのうちに支え
あう関係になっているのではと、思います。

・ご家族・知人等の面会、外出は、自由に行っていただいて
います。場合により職員同伴でご家族・ご自宅へ出かけるこ
ともあります。
・ご利用者に関係される方々の面会は、常時できるように面
会時間の制限はありません。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な
関わりを必要とする利用者や家族には、関係
を断ち切らないつきあいを大切にしている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状を総合的に把握するように努
めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

32 ○

○

34 ○

・会話の中で希望や願い等を聞きだせるような関り方を考
えながら携わっていきます。

○

・入居されて徐々に聞き取れた情報を積み上げ、サービス
の中に活かしていきます。

・こちらの思い込みにとらわれず、ご利用者のできる力を引
き出せるように努めます。

・認知症高齢者の介護計画に適した「ｾﾝﾀｰ方式」を少しず
つ取り入れて、ご本人中心の介護が継続できるように心が
けていきます。
・これからは三ヶ月ごとの、きめの細かな介護計画を作成
し、共通認識のうえ、生活中心の計画にしていきたいと思
います。

○

・ご利用者・ご家族の状況を把握し、考慮した上で、対応で
きるよう努めます。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35 ○

33

・三ヶ月ごとの介護計画の見直しを予定していますが、急
変時にも速やかに対応できるように、その方法を事前に、
ご本人・ご家族・関係者と相談していきます。

37

・関りを必要とされるご利用者には、ご家族と相談のうえ、そ
れぞれに対応しています。（手紙・電話等）

・日々の暮らしの中で、思いを受けとめて本人の希望を優先
するよう心がけていますが、深いところでは理解しているのだ
ろうか…分かっていないのではと思うことがあります。

・ご家族等からの報告及び看護サマリー（要約）等を参考に
把握に努めています。
・ご利用者のアセスメント・生活歴・ご家族の話などから把握
し、日々の生活に活かしています

・フロア会議で一人ひとりの状況を把握し、多くの目で、多角
的に意見を出し合い総合的に把握できるよう努めています。
・食事・排泄・水分のチェック表をつくり、リズムのある生活を
送れるよう努めています。
・申し送りにより継続性のある生活を送れるようにしています。

・事前にご本人・ご家族の希望・思いを伺うことにより、より現
実的で身近な介護計画の作成にこころがけています。（年二
回）

・状況に応じ、その都度、ご家族・ご本人・かかりつけ医と相
談のうえ書き直しています。
・日々の生活の中から、気が付いたことは記録に残し職員間
で話し合って、介護計画の見直しに役立てています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支
援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、警察、消防、文化・教育機関等
と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケ
アマネジャーやサービス事業者と話し合い、他
のサービスを利用するための支援をしている

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や
総合的かつ長期的なケアマネジメント等につ
いて、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

43 ○

・ご家族対応の受診の場合は、ご家族との意思の疎通に
努め、ご利用者・ご家族・かかりつけ医・職員との関係づくり
に心がけて行きます。
・受診の際の様子、医師の診断、処方箋、ご家族の感想等
の正確な記録を残し、適切な介護につなげていきます。

42 ○
・運営推進会議の開催に向けて、地域の方や包括支援セン
ターとの関わりについて話し合いに入ったところです。

・ご利用者・ご家族の希望を伺い、それぞれのかかりつけ医
との関係を継続するための支援をしています。
・ホームとして協力いただいているかかりつけ医とは、ご利用
者様の急な体調の変化の際、相談及び受診が受けられるよ
うな良い関係づくりに心がけています。

39 ○

・ご利用者がより良く暮らしていただけるように柔軟な姿勢
で支援に努めます。
・畑での作物の充実（ナス・トマト・かぼちゃ・ピーマン・モロ
ヘイヤ・しし唐・にら・いちじく・みかん等）

41 ○
・ご本人やご家族の意向や必要性を考慮し、柔軟に対応
できるように考えていきます。

40 ○

・必要な方には、訪問マッサージを利用していただいていま
す。

・防火・防災のためにも消防の方々との連携、認知症のご
利用者の徘徊など、いざというときのためにも公的機関との
協力を考えて行きます。
・ボランティアの充実を図ります。（お話の相手、お掃除等）

・すべてにおいて記録しているとは言い難く、口頭のみの
情報交換もあります。その点についての改善策をいろいろ
な方法を試みながら、より良いものを作り上げていきます。

・双方で、どのような形をつくればよいのか？検討中です。
時間は掛かるかもしれませんが、良い協力関係を築き上げ
るためにも十分な話し合いの中で進めていきたいと考えて
います。

38 ○

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援

・朝の申し送り時の情報交換、個人記録、介護日誌、ヒヤリ
ハッとノートの共有で日々の介護に活かしています。

・ご利用者・ご家族の状況を踏まえ、受診、面会時間、外出、
外泊、食事等、柔軟に対応、支援しています。
・敷地内の畑にふれていただいたり、事務所で飼っている2
匹の猫たちとのふれあいを楽しんでいただいてます。

・民生委員に協力していただき、ご利用者がご自宅に帰れる
計画を実行しました。
・消防署の協力で消防訓練をしています。
・地域のボランティアの方々の協力を得て、畑の手入れをし
ていただいてます。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築き
ながら、職員が相談したり、利用者が認知症
に関する診断や治療を受けられるよう支援し
ている

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看
護職と気軽に相談しながら、日常の健康管理
や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、
また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。
あるいは、そうした場合に備えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮ら
せるために、事業所の「できること・できないこ
と」を見極め、かかりつけ医とともにチームとし
ての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所
へ移り住む際、家族及び本人に関わるケア関
係者間で十分な話し合いや情報交換を行い、
住み替えによるダメージを防ぐことに努めてい
る

・終末期をどのように向かえ、対応をするのか、それぞれの
ご家族・かかりつけ医との方針、情報の共有をどのようにし
ていくのか考えていきます。

49 ○
・住み替えによるダメージを最小限に防ぐために、職員間
での話し合いを十分にし、きめの細かい情報交換ができる
ように考えていきます。

48 ○

・ご利用者・ご家族の意向に添いながら、話し合いっていま
す。
・「できること・できないこと」をそれぞれの立場で話し合い、か
かりつけ医とともに、取り組んでいます。

・ご自宅や他施設に移られる方には、当ホーム入居時の健
康診断・お薬説明書・ＡＤＬ（日常生活動作能力）・介護度等
の書類をコピーし、情報提供に努めています。

・入院中、退院後のご利用者の不安・混乱を防ぐために
も、ご家族と一緒に支えていくためにも、意思の疎通を図っ
て行きます。

47 ○
・できるだけ早い段階から、繰り返し話し合うことでご家族と
の関係を築きながら重度化や終末期に向けて、意識のすり
合わせに努めてまいります。

46 ○

・入院時には、看護サマリー（要約）を医療機関関係者にお
渡ししています。
・ご家族・医療機関関係者と情報交換を密にし、早期退院に
向けての話し合いを行っています。

・現在、数名のご利用者については、ご家族・職員とかかりつ
け医と話し合いの中で、それぞれの方針の共有をしていま
す。

・現在の関係を維持し、ご利用者・ご家族の方々へ高齢者
の認知症、病気についての理解をいただけるよう支援に努
めます。

45 ○
・看護師さんのご好意に甘えている状態です。日々の関わ
りから知識を得、支援していきます。
・現在、どのような形が良いのか話し合っています。

44 ○
・認知症に詳しい内科医・精神科医に直接相談し、意見を求
め指示をいただいています。また、状況に応じご家族への説
明もしていただいてます。

・地域の内科医院の看護師の方が相談の内容によって適
時、指示、訪問して様子をみていただいてます。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう
な言葉かけや対応、記録等の個人情報の取
り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけた
り、わかる力に合わせた説明を行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容･美容は本人の望む店に行
けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、
好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日
常的に楽しめるよう支援している

51

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

54

53

（１）一人ひとりの尊重

１．その人らしい暮らしの支援

50

○

○

○

・自分で出来ることを決定し、お手伝いしていただいてます。
（洗濯たたみ・食器の片付け）
・折に触れ、ご利用者の思いを聞く時間をつくり（お茶の時間
等）内容・速さに気配りし、話すように心がけています。

・体操・アクティビティー等の参加は、強制でなく、ご利用者
の意思を伺い参加していただいてます。
・外出する時など、希望を聞いたり、飲み物の好みを聞くなど
してご本人の希望に添うよう努力しています。

・希望に添って、近所の理容店でカット・顔そりをしていただ
いてます。（理容店の方は、以前ホームに入所されていた方
なので、認知症に理解があり、安心安全に努めていただいて
ます。）
・更衣の際、ご希望を伺い、好みのものを選んでいただいて
ます。マニキュアなどは、とても喜ばれています。

・余裕のない時は、意見を聞かずに誘導等をしてしまいま
す。心に余裕を持って対応に臨みたいと思います。
・ご本人の健康を考え、意思とは違うことをしていただくこと
があります。もう少し説明して理解を得られるような対応を
心がけます。

○

○

・ご自身で選べない方は、ついつい職員が用意してしまう
事が多くなってしまいます。一人ひとりに対し、声かけ等に
心がけて一緒に身だしなみやおしゃれを楽しみたいと思い
ます。

・現在、記入している検食表をいかしてメニュー作りを考え
ていきます。
・楽しく食事の時間を過ごしていただけるような環境づくり
にも心がけて行きます。

・定期的に個人情報の取り扱いについて話し合い、意識の
徹底を図っていきます。

・日中の空いている時間、ご自分でやりたいことを決めかね
ている方や自由に体を動かすことの出来ない方と一緒に
やりたい事を考え、その方の望む一日を過ごせるように努
めます。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

・現在、たばこの喫煙者はいませんが、自室でお願いして
います。
・お酒・おやつ・飲み物は、日常的に楽しめるようにこれか
らも状況に応じて工夫していきます。

55 ○

・排泄時は、トイレ誘導し、他の人の目に触れないようにして
います。
・面会記録は、個別に書いていただいています。
・個人情報の取り扱いについては、入職時に説明していま
す。

・好みの食事を理解し、メニュー作り、味付け、切り方に工夫
を凝らしています。
・食事作りや配膳準備、片付けはできる方には手伝っていた
だいてます。おやつ作りにも楽しめるようなメニューを考えて
います。
・見た目の良さ（色・形・食器・マット等）を考えています。

・お酒の好きな方には、ご家族と相談し行事の時などにお出
しし、楽しんでいただいてます。
・お茶の時間には、お好きな飲み物をお出ししています。
・ご家族と相談の上、飴を昔からの習慣でなめている方に
は、定期的に好みの飴を一袋渡しています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○気持よい排泄の支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわ
ずに、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう
支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽
しみごと、気晴らしの支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのそ
の日の希望にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

○普段行けない場所への外出支援

一人ひとりが行ってみたい普段は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用者や家族とともに
出かけられる機会をつくり、支援している

・ご利用者の様子から、隠された思いを拾い上げていきた
いと思います。そのような機会をつくり、ご家族と共に支援
したいと思います。

62 ○

・ご主人様が他の施設（特養）に入所されているご利用者
は、年に数回、職員と共に訪問してます。また、お身内の結
婚式・お墓参り・会食・ご家族とのレジャーと出かけられてま
す。
・お天気の良い日に、海にも行きます。

・一人ひとりの希望を伺い、ご家族と話し合いの下、所持と
使用について考えて支援します。

61 ○

・一人ひとりの希望を念頭において、計画性を持って取り
組みたいと思います。
・気分転換を図るためにも買い物、散歩など外出できるよう
に努めます。

60 ○

・お金を持つ事で安心感を得られる方がいらっしゃいます。
ご家族と相談のうえ、ハンドバッグに入れ常に身につけてい
ます。
・希望に応じて、所持しているお金でお買い物をされる方も
いらっしゃいます。

・裏の畑や職員の畑、公園など、桜の季節にはドライブを兼
ねて出かけています。

・一人ひとりに合った環境作りに努め、安眠や休息に導け
るよう働きかけます。

59 ○
・もっとその方の能力を引き出せる事があるのではないかと
思われるので、声かけ、傾聴の中からその人らしい暮らし
を考えて、支援していきます。

58 ○

・昼寝を日課とされている方には、休んでいただいてます。
・昼夜間を問わず、明かりや室温、湿度、音など休息しやす
い環境をつくるようにしています。
・入浴の後など、状況に応じて居室にて休んでいただいたり
しています。

・花を育てる事が好きな人は、ベランダで鉢植えに水やりをし
たり、編み物が好きな人はマフラーを編み、皆さんに披露し、
その時間を楽しんでいます。
・お話の相手・掃除・食事の準備・洗濯物干し等を、手伝って
いただくことで張り合いのある時間を過ごしていただいてま
す。

・行動パターンを観察し、排泄の失敗やリハビリパンツ・紙
おむつの使用を減らすことに努めます。
・個人を尊重し、安心して、気持ち良く排泄に導くように心
がけます。

57 ○

・大切なコミニュケーションの一つと考えています。楽しん
でいただけるよう、また、体の状態を把握するためにも気配
りしながら努めたいと思います。
・他のご利用者を気にして、ゆっくり入れない方もいるの
で、気を遣わずに楽しんでいただけるように考えます。

56 ○

・排泄のチェックをし、個々のパターンを把握し、排便・排尿
を促す努力をしています。また、便意・尿意のない方は、時を
見計らって誘導に努めています。
・リズムのある生活を心がけ、適度の水分摂取や運動をする
ように支援しています。

・安全上、職員の多い時間帯となりますが、入浴時間、温度、
個々のご希望に添えるように楽しんでいただいてます。
・基本は一日おきの入浴としてますが、状況に応じて入浴を
していただく方、その日の希望を聞いて入っていただく方な
ど様々です。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たち
が、いつでも気軽に訪問でき、居心地よく過ご
せるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定
基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関
に鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、
昼夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

注意の必要な物品を一律になくすのではなく、
一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り組
みをしている

○事故防止のための取り組み

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための知識を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り組んでいる

・過剰な管理・保管になっていないか検証し、ご利用者様
の変化を把握し、対処する様に努めます。

69 ○
・職員が同じ方向性の下、ヒヤリハッと・事故報告書を活か
した介護を徹底したいと思います。

68 ○

・一人ひとりの様子を把握し、状況に応じて職員で話し合い
危険となる物品の置き場所、保管場所に配慮しています。
・居室においては、ご家族と相談のうえ、対処するように心が
けています。（花瓶・絵画・写真・文房具等）
・事故・怪我につながるものは、代替えするなど考慮していま
す。

・ヒヤリハッと・事故報告書を活用し、職員の情報共有を徹底
しています。
・誤嚥防止のため、食べ物の形状や食べる時の姿勢に注意
をしています。
・防火・防災訓練を年二回行っています。
・服薬・保管は、配薬表を使い管理に努めています。

・日々の様子から鍵をかけないケアを検討し、試みることも
大切だと思います。実践に向けて考えていきます。

67 ○

・食事作り・入浴時など目の届きにくくなる時間帯は特に気
をつけて行きたいと思っております。
・人権・プライバシーに十分配慮、尊重し、思い込みや慣
れに気をつけ、目配り、気配りに努めます。

66 ○

・危険防止、事故防止（徘徊・帰宅願望等による無断外出）
のため又、不審者の侵入防止の意味も含め玄関の施錠は
行っています。
・その日の職員全員が鍵を常時携帯することで、ご利用者へ
の対応を心がけています。

・日中、居室で過ごされている方は、さりげなく様子を見に声
をかけたり、ホーム内を歩かれている方の所在についても目
配り、気配りで対応しています。
・夜間は、ご家族からの希望もあり定期的に巡視を行ってい
ます。

・これからも、お好きな時にいつでも訪問を受け入れて行き
たいと思います。また、居心地の良い雰囲気づくりに努め
ます。

65 ○
・ご利用者の精神的弊害を考慮し、身体拘束をしないケア
を目指していきます。

64 ○

・いつも笑顔でお迎えしています。
・面会時間の設定はしておりません。一日おき面会にいらっ
しゃる御主人様や娘さんの姿もあります。一緒に昼食を召し
上がっていただくこともあります。

・ご利用者・ご家族の希望をお聞きし、安全、安心を考え職
員間で話し合いを繰り返し意識の徹底を図っています。

63 ○
・引き続き年賀状など手紙、電話のやり取りができるような
支援に努めます。

・職員と一緒にご主人様に手紙を書いたりと、希望に添って
対応しています。（代筆などもしています）
・希望があれば電話をしています。毎朝、息子さんからの電
話を楽しみにしている方もいらっしゃいます。

（４）安心と安全を支える支援



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え、全ての
職員が応急手当や初期対応の訓練を定期的
に行っている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を身につけ、日
ごろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等
に説明し、抑圧感のない暮らしを大切にした対
応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努
め、気付いた際には速やかに情報を共有し、
対応に結び付けている

○服薬支援

職員は、一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

○便秘の予防と対応

職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた支援
をしている

・口腔ケアを行っていない方もいらっしゃるので、声かけな
どの関わりで全員が行えるよう支援して行きたいと思いま
す。

76 ○

・誤嚥防止を考え、毎食後のうがいや歯磨きを勧めていま
す。
・夕食後は、義歯をはずし消毒し、翌日お渡ししています。
・状況に応じて、歯科医に診ていただいてます。（検診を含
めて）

・誤薬防止のための二回のチェックは怠らないようにしま
す。
・薬の変更等があった場合は、その後の様子を観察し、状
況によっては医師・ご家族に相談し服薬支援に努めます。
・薬の目的・副作用について、理解を深め支援をしていき
ます。

75 ○
・メリハリのある生活の中からスムーズな排泄を目指し、食
事後のトイレ誘導・散歩・メニューの見直し等工夫をして、
取り組みたいと思います。

74 ○

・薬の種類・副作用・用法が記載された配薬表で、確認でき
るようにしています。
・誤薬の危険性を防ぐためにも、二回チェックをして与薬をし
ています。

・排泄チェック表を見て、一人ひとりの状態を把握し、食べ
物・水分摂取・適度の運動などで対応し、便秘の予防に努め
ています。

・ご家族の理解を得るためにも、コミュニケーションを大切
にしていきます。
・信頼関係を築き上げることを、各々職員が自覚し、共に協
力し対応策を相談し、支援できるよう努めます。

73 ○
・変化や異変に対して、早期発見できるような目を養い、
サービスへつなげて行きたいと思います。

72 ○

・それぞれに起こり得るリスクについて、ご家族には電話、面
会時に説明、理解いただけるように話し合いに時間をいただ
いてます。
・生活面については職員が、医療面については、かかりつけ
医から説明をしていただき、その方のリスクについての対応
策を話し合っています。

・顔色・体感・食事量・水分量・バイタルチェックなどの情報か
ら変化が読み取れた場合、かかりつけ医・ご家族へ連絡、相
談し対応しています。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

・ご利用者の必要性に柔軟に対応するためにも、急変時や
事故発生時の応急手当等の研修の学習の場を増やすこと
に努めます。

71 ○

・地震や水害などの災害対策をご家族・職員共々話し合っ
てより良い安心・安全を確保し支援できるよう定期的に検
討していきます。（家具の転倒防止・食物、水の確保・防災
用品）

70 ○

・日中・夜間等の急変時のマニュアルは、目に付くところに掲
示し、状況に応じて、話し合い検討しています。
・救命救急法の講習を、職員は順次受講しています。
・救急対応マニュアルを各フロアに常備しています。

・防災訓練は、年二回実施しています。又、隣接のグループ
ホームの方々とも合同で実施しています。（うち一回）
・職員がご利用者様のモデルとなり避難訓練をしています
・消火器・避難経路・防火器具等の定期的な点検をしていま
す。
・食器棚の固定をしています。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

感染症に対する予防や対応の取り決めがあ
り、実行している（インフルエンザ、疥癬、肝
炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

食中毒の予防のために、生活の場としての台
所、調理用具等の衛生管理を行い、新鮮で
安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄関や建
物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快な
音や光がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

・無理強いすることなく、一人ひとりが最も寛いでいただけ
る時間と空間を提供できるように、ご利用者との関わりあい
の中からヒントをもらえるようなケアに努めます。

82 ○
・フロアのそれぞれの場所で、ご自由に選んでいただき過ご
していただいてます。（和室・廊下に置いたソファー）

・感染症予防のマニュアルを確認し、又、状況に応じて見
直し検証していきます。
・個々の感染症についての正しい理解に努めます。

79 ○

・食材の納品業者の協力により新鮮で安全な食材の使用
に努めます。
・調理器具等を消毒、除菌し、衛生管理に努めます。
・職員の体調管理に努めます。

78 ○

・感染症予防のマニュアル作り、防止に努めています。
・インフルエンザの予防接種は、ホーム内でご利用者・職員・
ボランティアの方々と一緒に、かかりつけ医にお願いしてま
す。
・ホーム内の衛生管理に努めています。（毎日のお掃除・洗
濯）

・食器は乾燥機を使用し、布巾・まな板等は消毒しています。
・食材については、２～3日分の発注・配達をお願いし、その
都度品物のチェックをしています。

77 ○

・味付け・塩分・糖分・栄養・形状について定期的に職員で
話し合い、それぞれの対応ができるように努めます。
・管理栄養士の方による勉強会をひらき、そこで学んだこと
を反映させていきます。

・食事・水分摂取表に記録し、日々の摂取を把握していま
す。
・自力摂取が困難なご利用者には、介助を行い、水分摂取
が困難な方には、ゼリーなどにして各々、工夫をしています。

（１）居心地のよい環境づくり

・建物としてこの地域に違和感なく溶け込み、又、安心して
出入りができるような雰囲気を作るために、定期的に職員と
話し合っていきたいと思います。（清潔感・庭作り等）

81 ○

・心地の良い空間は、ご利用者はもちろんのこと、ご家族の
方々にとっても、職員にとっても良いことです。どのような事
ができるのか話し合ってご利用者と一緒に作り上げていき
たいと思います。

80 ○

・敷地内入り口は、広くとってあり、自由に出入りができます。
入り口の花壇には季節の花を植えて親しみやすい雰囲気づ
くりに努めています。
・夜間、外灯をつけて内外に対して安心感を与えています。
・玄関周りの掃除を心がけています。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

・廊下・居間には、ご利用者の作品や行事の写真が貼ってあ
り、安全な場所に観葉植物を置いています。また、その日の
天気により光の調節をしています。
・ご利用者が活けたお花を飾り、ミニいけばな展をひらいてい
ます。



(○印）
取り組んでいきたい内容

（すでに取り組んでいることも含む）
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのものを
活かして、本人が居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○換気・空調の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、温度調節は、外気温と大きな差が
ないよう配慮し、利用者の状況に応じてこまめ
に行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやべランダを利用者が楽しんだ
り、活動できるように活かしている

87 ○
・家庭菜園・花の世話・庭掃除など共に楽しめることを考え
て行きたいと思います。

86 ○

・転倒につながるような物品のチェックを日頃から心がけ、
改善に向けて取り組みます。

84 ○

・日々の暮らしの様子から、何ができるのか見つけて差し
上げられたら・・・そんな姿勢で介護にあたりたいと思いま
す。

○

83 ○
・ご利用者・ご家族と相談し、その人らしいお部屋作りに努
めます。

・裏庭には、畑があり地域のボランティアの方々により野菜、
果物、花等植えられ、ご利用者は収穫等を楽しまれていま
す。
・前庭で、ボール投げ、ゲーム、ミニ運動会ができるスペース
があり、みんなで楽しんでいます。

・使い慣れた、馴染みの物を持ってきて下さるようお勧めして
います。また、配置や使い勝手についても一緒に考え、ご家
族と相談しています。

・空気清浄機を常に使用しており、必要に応じ窓を開け、換
気に気をつけています。
・温度調整は、ご利用者の様子を見ながらこまめに対応して
います。（エアコン・床暖房・窓の開閉）

・物干しの高さに工夫をし、使いやすいようにしています。
・廊下・トイレ・浴室の手すりや可動式バーを設置し、ご利用
者の能力に応じて対応しています。
・段差をなくし、歩行が困難な方にも入浴できるようにリフトが
あります。

・「これから朝食です。」「十時のおやつです。」等のカードを
リビングの見やすい所にかけています。
・居室には各々の表札が掛かっています。
・できることは、手をかさず、見守りの中でやっていただいて
います。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

・ご利用者の状況を判断し、温度調節に配慮し、こまめに
対応していきます。（温度管理・衣類・食べ物など）

85



Ⅴ．サービスの成果に関する項目

○ ①ほぼ全ての利用者の

②利用者の２/３くらいの

③利用者の１/３くらいの

④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と

②家族の２/３くらいと

③家族の１/３くらいと

④ほとんどできていない

95
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている

91
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる



①ほぼ毎日のように

○ ②数日に1回程度

③たまに

④ほとんどない

①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が

②職員の２/３くらいが

③職員の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが

④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族等が

②家族等の２/３くらいが

③家族等の１/３くらいが

④ほとんどできていない

○ご利用者が心安らぐ家庭的なホームです。
○代表・管理者・主任・計画作成担当者が、働きやすい職場作りを心がけていますので、職員間のチームワークがとても良く、職員がいきいきと仕事に取り組めています。
　対人サービスなので、そのような職員間の雰囲気が、ご利用者様やご家族の方々にとっても安心して、信頼して生活していただけることに繋がっていることと思います。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

99
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

97
運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりが拡がったり深まり、事
業所の理解者や応援者が増えている

96
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

項　　目 最も近い選択肢の左欄に○をつけてください。


